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1 ．緒 言 　 　 耐熱構造材料 の 開発 を目的 にモ リブデ ン と純 チタ ン及 び Ti−6Al−4V

合金 との 接合 に拡散接合法 を適用 した と こ ろ、その 接合 材の 接合 部強 さは、組み 合わせ に

よ り大 き く異 な っ た 1）
。 純 チタ ン との 接合 で は、適切 な接合条件 を選択す る とチタ ン中か

ら母材破断する継手が得 られた 。 しか し 、 接合部にカーケ ン ドールボイ ドが 生 じるような

接合条件及 び後熱処理条件で は 、 継手 の 接合部強 さは大き く低下 した 。 これ に対 して 、 Ti−

6Al−4V と の接合で は、ボイ ドの形成割合は少な く、高い 接合部強さが得 られ た 。 そ こ で 、

本報はボイ ドの 生成に及 ぼすチ タン合金中の Al及 び V の影響に つ い て検討 を行っ た 。

2 ．供試材料及び実験方法

　本研究に使用 した工業用純モ リブ　
Tab ！e　1　Chemicae 　comPesitions 　of 　mate 「iais　used

デ ン 及 び チ タ ン は 、市販 の 直径

10mm の 丸棒を 用い た。また、接合

性 に及ぼす A ユ及び V の 効果 に つ い

て 検討す る ために 、Ti−2％Al 及び V

量 を O．1〜 2mass％ の 範 囲で 4 段階変

化させ た Ti−v 合金を 溶製した。チ

タ ン及び Ti合金の 化学組成を Table1に示す 。 接合は 、既報 2）と同 じ拡散接合装置を用 い 、約

8mPa の 真空雰囲気中で 5
’
　C 　f　s の 加熱速度に よ り所定の 温度 に加熱保持 し、所定の 時間保持

した後 1℃ 1s一
定の 冷却速度で 室温 ま で 冷却した 。

　接合条件は、接合温 度 T
，
を 600〜 1300℃ の 間で 数水準変化させ る と共に接合時間   を数

水準変化させ た。接合圧 力 PBは 10MPa 一
定と した。接合性の評価は平行部の直径を 7．5mm 、

長 さを 正Omm とした試験 片を 作製して 引張試験 を行 っ た。また、接合部の ミ ク ロ 組織 の 観

察 ．EPMA に よる接合界面近傍の 元素分布、　 SEM に よる破面の観察、　 EDX に よる破面の面

分 析を行 っ た。

3 ．実験結果

　Fig．1はモ リブデ ンと Ti−2Al及び Ti−2v 材の 接合部近傍の SEM 像及び元素分布を示す。接

合 は 1050℃ × 1．8ks の 条件で行 っ た。図 に見 られる よ うに 、　 Ti−2°1・ Al 材 と の 接合 部に はボイ

ドが観察 される が、
’
li− 2％V 材 との 接 合部には殆 ど観察 されなか っ た。また、こ れ らの 接合

部で は モ リブデン とチ タ ン の 接合 と同様にチ タ ン合金側 へ Mo が 多 く拡散す る 。 本実験 の 接

mass ％

CAlVFeNo HTI

Ti0 ．007 く0．001 幽 0．0530 ．0080 ．098 一 B81．

Ti−0．1VTi
−0．5VTi
−1VTI
・2V

0，0080
．0090
．0120
．011

くΩ．001
く0．OO1
く ｝．001
く D．001

0．蕈20
．531
．022
．02

0．0140
．0170
．0↑40
．04

0．0030
．0040
．0040
．006

0．0730
．0910
．0920
．126

o．oτ180
．01050
．00930
．0060

Bal．
Bal，
Bal．
Bal．

Tト2Al0 ．0142 β3 喟 0．040 ．004O ．0660 ．0062Bal ．

溶 接 学 会 全 国 大 会講演概 要　第 62集 （
’
98−4）

184

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety

合温度の 範囲で はチ タン 内へ の Mo の 拡

散幅に及 ぼす合金元素の影 響は認 められ

なか っ た 。 Ti−2％ V 合金 と の 接合で は 、接

合部に殆 どボイ ドが観察 され なか っ た。

しか し、Ti−1％V 材と の接合で は、ボイ ド

の形成が認 め られ、V 添加量の減 少 と共

に ボイ ドの 形成量 は増加 した 。 また、接

合 部 の ミ ク ロ 組織 の 観 察 を行 っ た と こ

ろ 、850℃以下 の 温度 で 接合 した場 合 に

は未接合部 が観察 された。

　Fig．2 はモ リブデ ン とチ タン合金 との

接合材の 接合部強 さと接合温度の 関係を

示す 。 接合時間及び接合圧 力は 1．8ks 及

び5．6MPa 一
定で ある。接合温度を 850 ℃　
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温度が 850℃ の Ti−2Ai及び Ti−2V 材の接合材　　　
s°°

・ 、 純チ ・・材 ・ ・ 胎 よ ・も高・値・・得 ・  
れる もの の 未接合部の 影響によ り、 旧接合界　　8 姻

面近傍か ら破断 した 。 接合温 度が 高くな る　　g
と・いずれ の駘 材の 飴 繦 さ も飴 温度 艶
の 上 昇 と共 に 低下する 。 Fig．3 は 接合温度が　　詈 r・・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Bonding　temperature ，TB　1℃
℃以上の 接合材の 破断は、　 ・一一部モ リブデ ン内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ptig．2　Effect　of　bondtng　tempe 『a電ure　OPt

及び拡散層 とモ リブデ ンの境 界か ら生 じて 　　　　　 jolnt　strength 　ef　joint　of 　MChi 　agloy

い る部分も観察 されたが、主 として拡散層

内を亀裂が伝播して い た。

4．　 ま とめ

　Ti−V 合金 とモ リブデ ン との 接合で は V

添加量の 増加 と共 にボイ ドの 形成量が減少

し、Tiト2．02％V 材 との 接 合で は殆 ど観察

されな くな っ た 。 接合材 の 接合部強 さは、

接合温度 の 上 昇 と共 に低下 した 。 接合材 の

接合部強 さ の 低下割合は 、 純チ タ ン と の 接

合材が最も大きか っ た。
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